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①火山防災協議会 

なし 

 

②火山ハザードマップ等 

 なし 

 

③避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし 
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①人口 

・新得町トムラウシ地区の人口：77 人(平成 23 年 10 月末現在の統計による) 

・上士幌町ぬかびら温泉郷、幌加、三俣地区の人口：123 人 

(平成 23 年 10 月末現在の統計による) 

・鹿追町然別湖畔地区の人口：10 人(平成 23 年 10 月末現在の統計による) 

 

②国立・国定公園・登山者数等 

・大雪山国立公園年間観光客数(新得町、上士幌町、鹿追町の合計約 755,800 人) 

新得町トムラウシ温泉地区：約 29,000 人 

(平成 22 年度 全道市町村観光入込客調査より) 

上士幌町側：約 312,900 人(平成 23 年 3 月 上士幌町勢の現況) 

鹿追町然別湖畔温泉地区：約 413,900 人(平成 22 年度 全国市町村調査による) 

・年間登山者数：鹿追町：0 名(2011 年 4 月～10 月 新得警察署地域係調べ) 

新得町: 0 名(2011 年 4 月～10 月 新得警察署地域係調べ) 

上士幌町:不明 

 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

新得町役場 新得町 3 条南 4-26 0156-64-5111 

新得町役場屈足支所 新得町屈足柏町 3 0156-65-2111 

上士幌町役場 上士幌町上士幌東 3 線 238 0156-2-2111 

鹿追町役場 鹿追町東町 1-15 0156-66-2311 

鹿追町役場瓜幕支所 鹿追町瓜幕西 2-9 0156-67-2111 

 

④主要交通網 

・国道 273 号線、道道 718 号線、道道 85 号線(冬季通行止め) 

 

⑤関連施設 

・上士幌町 

ひがし大雪博物館 
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機関・部署名 所在地 電話番号 

札幌火山監視・情報センター (札幌管区気象台)札幌市中央区北 2 条西 18 丁目 2 011-611-2421 

釧路地方気象台 釧路市幸町 10 丁目 3 番地 釧路地方合同庁舎 9 階 0154-31-5145 
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�������������の観測�  
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(北見、帯広、旭川、夕張岳) 

(国土地理院) (防災科学技術研究所) (北海道大学)
GPS Hi-net 地震計 (短周期)

K-NET
KiK-net (自治体)

震度計

凡　　　　　　例

 
図 8-6 丸山 観測点位置図(広域) 
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9.大雪山
た い せ つ ざ ん

 �����������       �����山 

北緯43°39′49″ 東経142°51′15″ 標高2,291m (旭岳) 

(三角点・瓊多窟(ぬたっく))  
 
 

 

 
旭岳全景 西側上空から 2004 年 7 月 15 日 気象庁撮影 

 

�� 

安山岩・デイサイト(SiO2量は55.8～66.7 wt.%)からなる約20以上の成層火山や溶岩ドーム

からなり、うち8峰は環状に配列する。この中央には小型のカルデラ(御鉢平(おはちだいら)、

径2㎞)がある。御鉢平カルデラの形成は約3.8万年前(歴年代)であり、これ以降に、熊ヶ岳・

後旭岳・旭岳の成層火山体が形成され、また御鉢平カルデラの東壁・北海岳の斜面から御蔵沢

(みくらざわ)溶岩が流出した。御鉢平カルデラを作った火砕流の体積は約8km3である。層雲峡

や天人峡では火砕流堆積物の最大層厚は200mにおよび、溶結して柱状節理が発達する。最高峰

の旭岳は御鉢平カルデラの南西方に最も新しく噴出した成層火山で、大雪火山群中では最も大

きく、西方に溶岩を流出させた。旭岳の西斜面には、西に開いた馬蹄型の火口(地獄谷)があり、

火口底には活発な噴気孔が多数あり、硫黄が採取されたこともある。 
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